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開
催
県
と
し
て
の
態
勢
づ
く
り

文
化
課
長
長
谷
川
正
明

七
月
三
十
一
日
か
ら
八
月
三
日
ま
で
の
四
日
間
に
わ

た
る
第
一
回
全
国
裔
等
学
校
総
合
文
化
祭
が
終
わ
っ
て

ほ
ば
一
週
間
、
よ
う
や
く
緊
張
と
疲
れ
の
と
れ
た
現
在
、

こ
の
素
暗
ら
し
い
企
画
の
第

l

回
開
催
と
い
う
重
責
を

と
も
か
く
果
た
し
、
第
二
回
開
催
県
で
あ
る
兵
庫
県
に

引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
た
喜
び
を
し
み
じ
み
感
じ
て
い

る。
去
る
五
月
一
日
付
で
本
県
文
化
課
長
と
し
て
楕
任
し

た
私
は
‘
こ
の
大
事
業
の
開
催
に
い
さ
さ
か
面
喰
ら
っ

た
か

rそ
の
後
担
当
係
を
中
心
に
準
備
を
進
め
、
七
月
に

入
っ
て
か
ら
は
文
化
課
職
員
―
―

1
0
人
か
そ
れ
ぞ
れ
こ
の

た
め
の
様
々
な
事
務
を
分
担
す
る
体
制
を
と
り
、
準
備

に
没
頭
し
た
こ
先
例
の
な
い
は
じ
め
て
の
事
業
、
限
ら
れ

た
時
間
と
予
算
。
こ
の
よ
う
な
制
約
は
あ
っ
た
け
札
ど
、

多
く
の
人
々
の
協
力
に
支
え
ら
れ
て
で
き
る
だ
け
の
こ

人
の
高
校
生
の
参
加
を
得
て
若
々
し
い
伸
び
や
か
な
躍

動
の
う
ち
に
無
事
終
了
し
た
。
こ
の
成
功
は
、
文
化
の

ィ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
も
い
う
べ
き
総
合
文
化
祭
と
い
う
素

晴
ら
し
い
企
画
を
実
ら
せ
た
い
と
願
う
多
く
の
人
々
か

ま
さ
に
＂
小
異
を
拾
て
て
大
同
に
つ
く
、
と
い
う
協
力

の
精
神
に
よ
り
努
力
し
た
た
ま
も
の
で
あ
る
と
身
を
も

っ
て
感
じ
た
。
私
個
人
に
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
体
験

で
あ
り

r

協
力
し
て
下
さ
っ
た
た
く
さ
ん
の
人
々
に
感

謝
の
気
持
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

以
下
、
本
文
化
祭
の
開
催
に
関
し
、
本
県
が
そ
の
開

催
を
決
定
し
、
~
準
備
に
と
り
組
む
ま
で
の
経
緯
を
当
課

石
井
主
幹
に
、
本
格
的
な
準
備
に
入
っ
て
か
ら
の
状
況

及
び
苦
心
を
糸
賀
係
長
に
記
述
し
て
も
ら
う
こ
と
と
す

る。
本
年
度
の
予
算
編
成
も
大
詰
に
近
づ
い
た
昨
年
十
二

月
、
文
化
庁
か
ら
、
八
月
に
予
定
し
て
い
る
高
校
演
劇

研
究
大
会
に
音
楽
・
邦
楽
な
ど
の
全
国
大
会
を
加
え
て

高
校
総
合
文
化
祭
（
演
劇
•
音
楽
・
邦
楽
祭
）
と
し
て

開
催
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
は
し
い
、
と
い
う
依
頼
か

あ
っ
た
。
既
に
、
県
の
新
年
度
事
業
計
画
の
立
案
を
終

え
、
予
算
査
定
が
進
行
中
で
あ
り
、
し
か
も
文
化
庁
の

こ
の
行
事
に
寄
せ
る
期
待
並
々
な
ら
ぬ
こ
と
を
知
り
、

当
惑
と
大
き
な
不
安
を
感
じ
な
か
ら
事
務
的
な
検
討
を

開
始
し
た
。 打

ち
上
げ
成
功

第
一

回
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
を
終
わ
っ
て

と
は
や
っ
た

と
い
う
気
持

で
七
月
三
十

千葉県文化会館における開会式

開 日 朝 の の 当 式 一
会 で か ま 晴 日 を 日
式あらま天は迎の
をつ暑続が連え開
担 1しらいきそ日た会

゜

当
す
る
県
内

の
高
校
の
音

楽
担
当
の
先
生
方
や
準
備
委
員
の
高
校
生
諸
君
と
同
様

文
化
課
の
全
職
員
は
日
曜
日
返
上
で
会
場
の
県
文
化
会

館
に
午
前
八
時
半
に
集
合
し
た
。
私
が
文
化
会
館
近
く

に
着
い
た
頃
に
は
既
に
駐
車
場
係
り
を
引
き
受
け
た
当

明
け
て
一
月
半
ば
過
ぎ
、
政
府
予
算
案
が
決
定
し
、

文
化
庁
予
算
の
目
玉
商
品
の
ひ
と
つ
と
し
て
高
校
文
化

祭
の
構
想
か
発
表
さ
れ
た
。
予
算
案
決
定
の
日
に
当
時

の
柳
川
文
化
庁
次
長
に
わ
目
に
か
か
り
、
高
校
文
化
祭

か
名
実
共
に
文
化
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
し
て
‘
育
つ
よ

う
努
力
し
た
い
、
そ
の
た
め
に
も
第
一
回
の
開
会
式
を

盛
大
か
つ
有
意
義
な
行
事
に
し
て
ほ
し
い
、
な
ど
と
大

い
に
激
励
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
お
話
を
報
告
し
た

頃
か
ら
、
漸
く
庁
内
に
新
年
度
の
重
要
事
業
と
し
て
の

高
校
文
化
祭
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。

一
月
末
、
復
活
要
求
の
段
階
で
追
加
し
て
要
求
し
た

高
校
文
化
祭
関
係
の
県
予
算
の
内
示
が
あ
り
、
本
格
的

に
準
備
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
各
関
係
団
体
と
の

公
式
の
協
議
に
入
り
、
全
国
組
織
の
団
体
に
対
し
て
は

文
化
庁
に
お
願
い
し
、
県
の
当
事
者
と
し
て
は
県
内
諸

団
体
と
の
協
議
を
積
極
的
に
行
っ
た
。
二
月
上
旬
か
ら

三
月
中
旬
ま
で
、
県
議
会
や
年
度
末
行
事
の
日
程
を
ぬ

っ
て
、
高
校
畏
協
会
、
商
校
教
育
研
究
会
音
楽
部
会
、

各
芸
術
文
化
団
体
な
ど
の
会
議
に
出
席
し
た
り
、
関
係

者
を
招
い
た
り
し
て
、
高
校
文
化
祭
開
催
の
趣
旨
、
経

緯
を
説
明
し
、
協
力
を
要
請
す
る
と
と
も
に
開
催
に
つ

い
て
の
意
見
を
聴
取
し
た
。

こ
れ
ら
一
連
の
協
議
に
お
い
て
は
、
一
部
に
時
期
尚

早
論
も
聞
か
れ
た
か
、
各
団
体
と
も
第
一
回
全
国
高
校

文
化
祭
の
開
催
県
と
な
る
こ
と
の
意
義
を
深
く
認
識
し
、

そ
の
成
功
の
た
め
に
全
面
的
に
協
力
す
る
こ
と
か
表
明

さ
れ
た
。
特
に
、
音
楽
担
当
教
員
を
は
じ
め
と
す
る
高

千
葉
県
教
育
庁
文
化
課

開
催
計
画
の
調
整
と
実
行
委
員
会
の
設
置

課
の
職
貝
か
て
き
ば
き
と
車
の
整
理
を
行
っ
て
お
り
、

文
化
会
館
に
は
多
く
の
先
生
、
職
員
、
生
徒
達
が
担
当

係
ご
と
に
集
ま
っ
て
リ
ー
ダ
ー
の
指
示
を
受
け
て
い
た
。

会
場
の
大
ホ
ー
ル
で
は
歓
迎
演
奏
の
リ
ハ
ー
サ
ル
か
始

ま
り
、
ホ
ー
ル
前
の
ロ
ピ
ー
で
は
合
同
演
奏
を
行
う
県

内
四
校
の
合
咀
ク
ラ
プ
生
徒
が
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

響
か
せ
、
。
フ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
た
女
性
徒
が
整
列
を

行
っ
て
い
る
。
開
会
式
直
前
の
準
備
は
着
々
進
行
し
て

い
た
。
心
配
は
唯
一
っ
、
し
か
も
そ
れ
は
あ
る
意
味
で

は
開
会
式
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
大
ホ
ー
ル
（
一
工
七
九

0
人
収
容
）
へ
の
観
客
の
入

り
と
な
っ
た
。
し
か
し
午
後
二
時
、
安
嶋
文
化
庁
長
官

を
は
じ
め
、
千
葉
県
知
事
、
千
葉
市
長
等
の
来
賓
を
舞

台
へ
御
案
内
し
た
頃
に
は
場
内
は
ほ
ぼ
満
席
と
な
り
、

若
々
し
い
熱
気
に
満
ち
て
い
た
。
舞
台
狭
し
と
陣
ど
っ

た
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
と
合
唱
団
。
高
ら
か
に
響
き
渡
る

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
と
共
に
「
歓
杯
の
歌
」
の
大
合
唱
に

乗
っ
て
、
演
目
ご
と
に
ブ
ル
ー
、
黄
色
、
ベ
ー
ジ
ュ
、

ピ
ン
ク
に
色
分
け
ら
れ
た
九
十
校
に
上
る
出
場
校
の
プ

ラ
カ
ー
ド
入
場
が
始
ま
っ
た
。
開
会
式
は
順
調
に
滑
り

出
し
、
序
々
に
盛
り
上
り
を
み
せ
な
が
ら
進
行
し
て
い

つ
こ
。f
 

こ
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
第
一
回
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
は
、
文
化
会
館
に
お
け
る
演
劇
（
八
月
一

.
)
三
日
）
、
市
民
会
館
の
音
楽
（
合
唱
、
吹
奏
楽
、
邦
楽

八
月
一

1
三
日
）
、
川
鉄
体
育
館
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

（
八
月
一
日
）
に
出
演
者
だ
け
で
九
十
三
校
三
、
九

0
0

校
教
育
関
係
者
の
積
極
的
な
対
応
か
目
立
ち
、
こ
の
行

事
は
高
校
教
育
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

高
校
教
貝
か
主
体
的
に
参
画
し
、
運
営
に
当
た
ろ
う
、

と
い
う
共
通
理
解
が
形
成
さ
れ
、
こ
の
こ
と
が
そ
の
後
の

企
画
・
運
営
の
基
調
と
な
っ
た
。
ま
た
、
将
来
的
に
は

こ
の
文
化
祭
の
実
施
に
当
た
る
べ
き
高
等
学
校
文
化
連

盟
の
よ
う
な
組
織
づ
く
り
の
促
進
か
強
く
要
望
さ
れ
た
。

一
方
、
高
校
演
劇
関
係
者
と
の
協
議
を
進
め
、
高
校

演
劇
研
究
大
会
を
新
し
い
企
画
に
よ
る
高
校
文
化
祭
の

一
環
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
、
こ
れ
に
伴
い
、
開
会
式

な
ど
既
に
内
定
し
て
い
た
日
程
の
一
部
変
更
な
ど
の
調

整
を
行
っ
た
。

こ
の
間
、
文
化
庁
文
化
普
及
課
の
尽
力
に
よ
り
、
全

日
本
音
楽
教
育
研
究
会
を
は
じ
め
、
中
央
に
お
け
る
各

関
係
団
体
の
協
力
態
勢
も
整
い
、
ま
た
二
月
に
は
、
全

国
都
道
府
県
文
化
。
文
化
財
行
政
主
管
課
長
協
議
会
（
全

文
協
）
が
正
式
に
発
会
し
、
当
面
の
研
究
題
と
し
て
高

校
文
化
祭
が
と
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
三
月
中
旬
ま
で

に
は
、
大
筋
に
お
い
て
県
内
外
の
開
催
の
た
め
の
基
本

的
態
勢
か
で
き
上
っ
た
。

以
上
の
経
過
の
中
で
得
ら
れ
た
各
関
係
者
の
意
見
を

ふ
ま
え
、
文
化
庁
の
指
導
を
受
け
な
か
ら
開
催
計
画
の

調
整
を
進
め
、
そ
の
集
約
整
理
の
た
め
に
一
二
月
二
十
八

日
、
中
央
及
び
県
内
の
各
関
係
団
体
代
表
者
等
に
よ
る

準
備
会
議
を
開
催
し
た
。
こ
の
会
議
で
、
開
催
計
画
と



が
み
ら
れ
た
。

一
ま
た
、
出
演
校
の
推
薦
・
選
定
の
あ
り
方
も
今
後
に

号
残
さ
れ
た
大
き
な
課
題
の
―
つ
で
あ
る
。
今
回
の
場
合
、

1
0
9
コ
ン
ク
ー
ル
方
式
で
行
わ
れ
た
演
劇
部
門
は
、
前
年
度

第
に
出
演
校
か
決
定
し
て
お
り
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
方
式

を
と
っ
た
音
楽
部
門
に
つ
い
て
は
、
一
部
は
都
道
府
県

教
育
委
員
会
の
推
薦
、
一
部
は
都
道
府
県
敦
育
委
員
会

と
関
係
団
体
の
推
薦
、
更
に
一
部
は
関
係
団
体
の
み
に

よ
る
推
薦
と
い
う
形
で
出
演
校
か
選
定
さ
れ
た
が
、
こ

の
よ
う
に
各
種
の
方
法
を
と
る
こ
と
は
、
各
都
道
府
県

に
お
い
て
、
出
演
校
の
派
遣
経
費
に
関
す
る
予
算
措
置

報
を
す
る
う
え
で
も
問
題
が
あ
る
。
よ
り
多
く
の
県
か
ら

月
よ
り
多
く
の
出
演
を
得
る
た
め
に
は
、
全
国
高
等
学
校

庁
総
合
文
化
祭
を
コ
ン
ク
ー
ル
方
式
で
行
う
の
か
、
そ
れ

化
と
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
方
式
に
徹
す
る
の
か
、
そ
の
性

文
格
づ
け
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
出
演
校
の
推
薦
，

選
定
に
つ
い
て
も
統
一
し
た
方
式
を
と
る
よ
う
に
す
べ

き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

□
高
校
の
教
員
・
生
徒
主
体
に
運
営

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
を
開
催
す
る
に
当
た
っ

て
企
画
・
運
営
の
主
体
を
ど
こ
に
置
く
か
が
大
き
な
課

題
の
一
っ
で
あ
っ
た
が
、
高
校
生
に
よ
る
文
化
の
祭
典

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
大
綱
に
つ
い
て
は
、
実
行

‘‘,l ー
委
員
会
の
会
議
に
お
い
て
協
議
決
定
す
る
が
、
具
体
的

（
な
立
案
や
実
際
の
運
営
は
、
県
内
の
高
校
教
員
と
高
校

生
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
こ
と
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、

演
劇
部
門
は
、
演
劇
ク
ラ
ブ
顧
問
の
教
員
と
演
劇
ク
ラ

第 109号

実
施
組
織
の
大
綱
に
つ
い
て
意
見
の
一
致
を
み
た
か

r

そ
の
要
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

)
①
名
称
今
回
は
演
劇
と
音
楽
関
係
の
行
事
に
限
ら

。
（
れ
る
が
、
近
い
将
来
、
美
術
・
エ
芸
。
書
道
等
の
部
門

の
加
わ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
「
第
一
回
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
」
と
す
る
。

②
主
催
、
後
援
、
協
賛
（
略
）

③
期
日
、
会
場
既
定
の
演
劇
研
究
大
会
の
時
期
に

各
部
門
の
行
事
を
集
中
的
に
実
施
す
る
た
め
、
七
月
三

十
一
日
か
ら
八
月
三
日
ま
で
の
間
、
千
葉
市
（
県
文
化

会
館
、
市
民
会
館
そ
の
他
）
で
開
催
す
る
。

報
七
月
三
十
一
日
に
は
、
総
合
開
会
行
事
と
し
て
、
開

月
会
式
、
歓
迎
演
奏
、
記
念
パ
レ
ー
ド
を
行
う
。

庁
④
内
容
（
部
門
）
演
劇
、
合
唱
、
吹
奏
楽
、
邦
楽

化
及
ひ
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
に
つ
い
て
実
施
す
る
。
参
加

文
希
望
か
あ
れ
ば
、
合
唱
に
オ
ペ
ラ
、
吹
奏
楽
に
交
響
楽
、

邦
楽
に
詩
吟
、
入
形
浄
瑠
璃
な
ど
を
加
え
る
。
演
劇
は

既
定
計
面
ど
お
リ
コ
ン
ク
ー
ル
と
す
る
が
、
他
の
部
門

は
コ
ン
ク
ー
ル
形
式
を
と
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。
（
マ
ー

チ
ン
グ
に
つ
い
て
は
関
係
団
体
の
意
思
決
定
前
で
あ
っ

た
の
で
、
当
日
は
決
定
を
保
留
し
た
。
）

⑤
出
演
校
演
劇
（
地
区
代
表
十
一
校
決
定
済
）
及

び
マ
ー
チ
ン
グ
パ
ン
ド
を
除
き
、
各
都
道
府
県
教
育
委

貝
会
に
推
せ
ん
を
求
め
る
。

⑤
実
施
組
織
県
教
育
長
を
長
と
し
、
中
央
及
び
県

内
の
各
関
係
団
体
代
表
者
、
県
及
び
千
葉
市
の
関
係
行

政
機
関
代
表
者
か
ら
成
る
実
行
委
員
会
を
設
置
す
る
。

八
月
三
日
、
千
葉
県
文
化
会
館
で
は

r

演
劇
コ
ン
ク

ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
千
葉
市
民
会
館
で
は
、
特

別
出
演
の
人
形
浄
瑠
璃
の
熱
演
の
後
、
参
会
者
全
貝
に

五
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
の
発
展
を
期
待
す
る

還
営
状
況
と
今
後
の
課
題

ロ
ニ
五
県
か
ら
九
三
校
が
出
演

五
月
に
入
り
本
格
的
な
準
備
段
階
に
入
っ
た
。
初
め

て
の
催
し
で
あ
り
、
出
演
経
費
を
主
催
者
に
お
い
て
負

担
で
き
な
い
と
い
う
条
件
の
中
て
果
た
し
て
何
校
の

出
演
校
か
あ
る
か
か
、
関
係
者
の
最
大
の
関
心
事
で
あ

つ
こ
。t
 

演
劇
部
門
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
実
施
し
た
全
国
高

ブ
員
の
生
徒
が
、
音
楽
部
門
は
、
音
楽
担
当
教
員
と
音

楽
関
係
ク
ラ
ブ
員
で
あ
る
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
、

開
会
行
事
の
運
営
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
高
校
の
教
員

と
生
徒
が
役
割
を
分
担
し
た

C

ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
に
つ
い
て

美
術
担
当
教
員
の
協
力
を
得
た
ほ
か
、
養
護
教
員
の
協

力
を
得
て
、
当
日
の
救
護
体
制
に
万
全
を
期
し
た

C

し
か
し
な
か
ら
、
邦
楽
及
び
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の

部
門
の
企
画
・
運
営
に
つ
い
て
は
，
県
内
の
高
校
に
お

け
る
こ
れ
ら
の
組
織
が
不
備
な
た
め
、
日
本
三
曲
協
会
、

全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
連
盟
等
の
関
係
者
の
絶
大

な
協
力
の
も
と
に
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
広
報
等
の
面

で
は
、
各
種
関
係
団
体
関
係
者
に
多
く
の
支
援
を
い
た

だ
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
一
部
関
係
団
体
関
係
者
の
協
力
を
得

た
も
の
の
、
高
校
の
教
貝
と
生
徒
か
企
画
a

運
営
の
主

体
と
な
っ
た
こ
と
は
、
本
県
の
高
校
に
お
け
る
芸
術
文

化
活
動
の
振
興
の
う
え
に
も
大
き
く
寄
与
し
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
今
回
の
場
合
、
準
備
期
間
が
短
か
か
っ
た
た

め
、
事
前
の
打
合
せ
や
各
部
門
間
の
相
互
調
整
を
十
分

に
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
る
。

四

石
井

四
月
、
新

年
度
と
と
も

に
、
こ
の
大

綱
に
基
づ
い

て
具
体
的
な

演熱
事
務
が
始
ま

をf
っ
た
。
年
度

尚瑠浄形
末
異
動
に
よ

人

り
係
長
が
交

替
し
た
か
、

担
当
の
文
化

振
興
係
は
一

名
増
員
さ
札

て
係
長
以
下
三
名
と
な
り
、
意
気
す
こ
ぶ
る
盛
ん
で
、

開
催
要
項
等
の
正
式
決
定
、
各
県
へ
の
出
演
校
推
せ
ん

の
依
頼
な
ど
を
経
て
、
五
月
十
日
に
は
実
行
委
員
会
の

発
足
を
み
る
に
至
っ
た
。

（
文
化
課
主
幹

清

＊
 

＊
 

＊
 

糸
賀
茂
夫

等
学
校
演
劇
コ
ン
ク
ー
ル
地
区
予
選
に
お
い
て
優
秀
な

成
績
を
お
さ
め
た
一
―
校

(
1
0
県
）
の
出
演
が
早
々

に
決
定
し
て
い
た
が
、
音
楽
部
門
に
つ
い
て
は
、
各
県

か
ら
優
秀
校
の
出
演
を
求
め
る
こ
と
と
し

r

各
都
道
府

県
教
育
委
貝
会
に
対
し
て
推
腐
方
を
依
頼
し
た
。
そ
の

結
果
、
合
唱
の
部
に
は
一
四
県
か
ら
一
五
校
、
吹
奏
楽

の
部
に
は
九
県
か
ら
―
二
校
の
推
薦
か
あ
っ
た
。
邦
楽

の
部
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
か
ら
の
推

薦
は
五
校
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
日
本
三
曲
協
会
か
ら

も
推
薦
が
あ
り
、
ま
た
、
兵
庫
県
立
三
原
高
等
学
校
に

人
形
浄
瑠
璃
の
特
別
出
演
を
依
頼
し
た
結
果
、
一
―
県

か
ら
四
一
校
か
出
演
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
更
に
日
本

吟
剣
詩
舞
派
興
会
か
ら
も
参
加
の
申
し
入
札
が
あ
っ
た

の
で
、
特
別
参
加
「
吟
詠
の
部
」
を
設
け

r

五
県
か
ら

七
校
が
出
演
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
の
部
に
つ
い
て
は
、
全
日
本
マ
ー
チ
‘
ダ
グ
バ
‘
：
ド

連
盟
に
出
演
校
の
推
廟
を
依
頼
し
、
連
盟
も
出
演
校
の

選
定
・
確
保
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
が
、
各

種
の
悪
条
件
が
重
な
っ
た
た
め
、
七
県
か
ら
七
校
か
出

演
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
（
）

こ
う
し
て
、
開
会
か
間
近
に
迫
っ
た
七
月
上
句
に
な

っ
て
、
よ
う
や
く
二
五
県
か
ら
九
三
校
の
出
演
が
確
定

し
、
関
係
者
一
同
ほ
っ
と
し
た
が
、
い
く
つ
か
の
問
題

点
か
残
さ
れ
た
。

合
唱
f
吹
奏
楽
の
部
に
つ
い
て
も
更
に
多
く
の
学
校

の
出
演
か
望
ま
れ
る
し
、
邦
楽
に
つ
い
て
も
出
演
校
か

多
い
わ
り
に
は
、
地
域
的
片
寄
り
や
等
曲
偏
重
の
傾
向

よ
る
「
は
た
る
の
光
」
の
大
合
唱
の
う
ち
に
、
第
一
回

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
の
幕
は
閉
じ
ら
れ
た
。

時
間
も
な
く
、
経
費
も
豊
か
で
な
い
と
い
う
厳
し
い

条
件
の
中
で
は
あ
っ
た
が
、
関
係
者
の
熱
意
と
協
調
に

よ
り
、
幾
多
の
問
題
を
残
し
な
か
ら
も
、
出
演
者
、
観
客

合
わ
せ
て
九
、

0
0
0
名
が
参
加
し
、
一
応
の
成
果
を
お

さ
め
て
、
第
一
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
は
無
事

終
了
し
た
。
こ
の
千
葉
大
会
か
、
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
の
土
台
づ
く
り
の
一
助
に
は
な
り
得
た
の
で
は

な
い
か
と
確
信
し
、
関
係
者
一
同
ひ
そ
か
な
喜
び
に
浸

っ

て

い

る

。

．

第
二
回
の
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
は
、
明
年
七

月
下
旬
ま
た
は
八
月
上
旬
、
兵
庫
県
に
お
い
て
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
第
一
国
の
成
果
と
課
題
を
踏

よ
え
て
、
更
に
改
善
が
加
え
ら
れ
、
全
国
各
地
か
ら
よ

り
多
く
の
高
校
生
が
参
加
し
、
芸
術
文
化
活
動
の
各
分

野
に
わ
た
っ
て
、
日
常
活
動
に
お
け
る
成
果
を
発
表
し

あ
う
と
と
も
に
お
互
い
の
友
情
を
深
め
る
こ
と
の
で
き

る
、
名
実
共
に
全
国
規
模
の
高
校
生
に
よ
る
総
合
的
な

文
化
の
祭
典
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
を
念
願
し
て
侭
る
。

そ
し
て
ま
た
、
こ
の
祭
典
が
、
国
民
ひ
と
り
ひ
と
り

か
積
極
的
に
芸
術
文
化
活
動
に
参
加
し
、
心
豊
か
な
生

活
の
実
現
を
図
る
う
え
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
文
化
振
興
係
長
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0
芸
術
文
化
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
く
、
十
月
中
旬
｀

に
四
つ
め
の
国
立
美
術
館
と
し
て
国
立
国
際
美

術
館
か
大
阪
の
万
国
撼
愧
会
跡
地
に
開
館
す
る
。

日
本
の
美
術
と
世
界
の
美
術
の
相
互
交
流
の
歴

史
と
現
状
を
教
育
的
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
を
主

た
る
目
的
と
し
て
い
る
。
同
館
の
村
田
学
芸
諜

長
に
詳
し
く
、
美
術
館
の
目
的
や
性
格
を
魯
い

て
頂
い
た
か
、
児
童
生
徒
の
団
体
鑑
賞
等
か
期

待
さ
れ
る
。

0
初
の
高
校
文
化
祭
が
千
葉
県
で
開
か
れ
、
県

教
育
委
員
会
を
始
め
、
出
演
の
高
校
な
ど
の
協

力
に
よ
り
大
成
功
を
収
め
た
。
こ
の
経
険
か
生

か
さ
れ
来
年
以
降
増
々
発
展
し
、
さ
ら
に
は
将

来
、
国
民
的
な
行
事
へ
成
長
す
る
こ
と
か
期
待

さ
れ
る
。

(

K

)

「
文
化
庁
月
報
」
十
月
号

（
通
巻
第
一

0
九
号
）

昭
和
5
2年
1
0月
2
5日
印
剥
•
発
行

紺

染

文

化

庁

〒
即
東
京
那
千
代
川
区
彼
が
関
3
丁
目
2
番
2
号

発
行
所
株
式
会
社
ぎ
よ
う
せ
い

本
社
〒
眼
東
京
都
中
央
区
銀
座
7
丁
目
4
番

12号

営
業
所
〒
詔
東
京
都
新
宿
区
西
五
軒
町
5
2
番
地

地
話
(

O

三
）
二
六
八
ー
ニ
―
囮
一
（
代
表
）

振

替

口

座

束

京

九

ー

一

六

一

番

印
別
所
卸
行
政
学
会
印
朋
所


	文化庁月報（第109号：1977年10月）
	第一回全国高等学校総合文化祭を終わって（千葉県教育庁文化課）
	一　打ち上げ成功
	二　開催県としての態勢づくり
	三　開催計画の調整と実行委員会の設置
	四　運営状況と今後の課題
	五　高等学校総合文化祭の発展を期待する


	奥付



